
 

 

 

 

 

 

 

 

第５期札幌市子どもの権利委員会 
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日 時：平成３０年１０月１９日（金）午後５時３０分開会 

場 所：大通バスセンタービル１号館 ３階 子ども未来局大会議室 
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  １．開  会 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） それでは、定刻となりましたので、ただいまか

ら、札幌市子どもの権利委員会第１回委員会を開催いたします。 

 私は、札幌市子ども未来局子ども育成部子どもの権利推進課長の辻岡と申します。 

 本日は、初回のため、委員長が決定するまでの間、事務局で進行を務めさせていただき

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 このたびは、当初、９月１０日の開催を予定していたところでございますけれども、さ

きの地震の影響によりまして、延期をさせていただきまして、本日の開催となりました。

皆様には、それぞれご多用のところ、たびたびの日程調整に対してご協力をいただきまし

て、誠にありがとうございました。 

 本日は、委員としてご就任予定のＡ様から遅れて出席されるという旨のご連絡をいただ

いております。 

 

  ２．委嘱状交付 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） それでは、議事に先立ちまして、委嘱状の交付

を行いたいと思います。 

 なお、委嘱状につきましては、本来、皆様お１人ずつにお渡しさせていただくところで

ございますけれども、この後の審議の時間もございますので、皆様の机の上に配付させて

いただきました。 

 恐れ入りますが、お名前だけご紹介させていただきます。 

 Ｂ様です。 

 Ｃ様です。 

 Ｄ様です。 

 Ｅ様です。 

 加藤 信行 様です。 

 Ｆ様です。 

 Ｇ様です。 

 Ｈ様です。 

 Ｉ様です。 

 Ｊ様です。 

 辻 尚樹 様です。 

 Ｋ様です。 

 Ｌ様です。 

 Ａ様は、遅参という形になります。 
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  ３．子ども育成部長挨拶 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） それでは、続きまして、有塚子ども育成部長か

らご挨拶を申し上げます。 

○有塚子ども育成部長 皆様、こんばんは。 

 子ども未来局子ども育成部長の有塚でございます。 

 開会に当たりまして、一言、ご挨拶させていただきます。 

 まず、このたびは、北海道胆振東部地震の発生に伴いまして、子どもの権利委員会につ

きましても、延期させていただいたところでございます。 

 改めまして、ご被害に遭われた方につきましては、お見舞い申し上げたいと思います。 

 本日は、第５期目の第１回の委員会ということで、まずは、大変お忙しい中、委員にご

就任をいただきまして、ありがとうございます。 

 また、本日、ご出席をいただきまして、改めて厚くお礼を申し上げたいと思います。 

 この子どもの権利委員会でございますけれども、４期にわたって行ってまいりました。

これまでも、委員の皆様方には、札幌市の子どもの権利に関する計画や施策の検討に当た

りまして、貴重なご意見をいただいたところでございます。そういった意味で、子どもの

権利の推進に多大な貢献をいただいてまいりました。 

 今期につきましては、平成２７年度から平成３１年度を計画期間といたします第２次子

どもの権利に関する推進計画に基づきます施策の検証のほか、元号は変わってしまいます

けれども、再来年度、２０２０年度からの次期計画の策定に向けまして、広くご意見をい

ただきたいと思っております。 

 今年は、札幌市子どもの権利条例の施行から１０年目という節目の時期に当たります。

一方で、皆さん新聞等でご覧になったと思いますけれども、いじめや虐待、子どもの貧困、

子どもをめぐるさまざまな課題に対して早急な対応も求められていると考えております。 

 こうした状況のもと、札幌市といたしましては、権利条例の理念のさらなる普及、子ど

もの権利保障の推進に一層努めていきたいと考えております。 

 本日、この委員としてお集まりいただきました各分野の専門家の皆様、また、公募委員

の皆様、そして、子どもを代表する高校生委員の皆様、日ごろからそれぞれの立場で子ど

もについて、子どもの目線でいろいろなことを考えたり感じていらっしゃるかと思います。

そうした考えを踏まえまして、今後さまざまなご意見を賜ることをお願いいたしまして、

私からのご挨拶とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

  ４．事務局職員の紹介 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） では、続きまして、事務局の職員について紹介

させていただきます。 

 まず、子どもの権利救済機関から、杉浦代表子どもの権利救済委員でございます。 
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 続いて、原子どもの権利救済委員でございます。 

 続きまして、教育委員会から、檜田学校教育部長でございます。 

 次に、廣川教育課程担当課長でございます。 

 子ども未来局からは、先ほどご挨拶を申し上げました有塚子ども育成部長と、私、子ど

もの権利推進課長の辻岡でございますが、それぞれ子どもの権利救済事務局長と子どもの

権利救済事務局次長を兼務しております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日出席の職員の紹介は以上でございます。 

 

  ５．正副委員長の選任 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） では、続きまして、委員長、副委員長の選出を

させていただきたいと思います。 

 委員長、副委員長につきましては、委員の方々の互選により決めることとされておりま

すので、委員の皆様からご意見があればお願いいたします。 

○Ｆ委員 委員長につきましては、法学をご専門にされている学識経験者として、第４期

の委員も務められました北海学園大学の加藤委員にお願いするのがいいのではないかと思

いますが、いかがでしょうか。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） ただいま、Ｆ委員から委員長に加藤委員という

ご提案がありましたが、皆様、いかがでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） それでは、委員長につきましては、加藤委員に

お願いすることとさせていただきます。よろしくお願いします。 

 続いて、副委員長について、ご意見はございますでしょうか。 

○加藤委員 副委員長ですけれども、これまでの慣例から校長会からご参加いただいてい

る委員がなっており、前期は中学校の校長会から副委員長をしていただいたので、次は小

学校の校長会の辻委員にぜひとも副委員長をお願いしたいと思います。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） ただいま、加藤委員からご提案がありました。 

 皆様、副委員長につきましては、辻委員ということでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） 異議なしということでありますので、大変恐れ

入りますが、副委員長につきましては、辻委員にお願いすることとさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、加藤委員、辻委員のお二方につきましては、委員長、副委員長の席にお移り

いただきまして、それぞれ簡単に一言ずつご挨拶をいただければと思います。 

 なお、その後の進行につきましては、加藤委員長にお願いしたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

〔委員長、副委員長は所定の席に着く〕 
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○加藤委員長 委員長に選出していただきまして、どうもありがとうございます。 

 私は、大学で１８歳以上の学生を相手にしておりますが、専門は国際法で、ふだんは国

際法の教育、研究に当たっています。ですから、皆さんが子どもの現場の専門家であるに

対して、私が一番子どもと接する機会も少ないし、子どもの現場を一番よくわからないか

と思います。 

 そういうことで、全く適任ではないですし、教えていただくことばかりですので、ご指

導のほどをよろしくお願いしたいと思います。 

○辻副委員長 札幌市小学校長会副会長の手稲宮丘小学校の辻と申します。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 私たちが勤める小学校におきましては、何といっても子どもたちが安心して伸び伸びと

生活できるということが第一でございます。このことは、裏を返せば、子どもたちが権利

を守られて生活することだと私は思っております。ですから、今後、この会に属しまして、

札幌市の子どもたちが豊かに生き生きと自己を実現しながら育っていくことができるよう、

この会で学ばせていただき、さらに皆様のお役に立ち、ひいては、札幌市の子どもたちの

お役に立てるように頑張りたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○加藤委員長 辻副委員長、どうもありがとうございます。 

 

  ６．各委員からの挨拶 

○加藤委員長 それでは、先ほど事務局からお名前だけご紹介がありましたけれども、初

回ということもありますので、お１人ずつ改めて自己紹介をしていただければと思います。 

 五十音順に着席されていらっしゃるかと思いますので、順番に一言、ご紹介をお願いし

ます。 

○Ｂ委員 今回、公募委員で選んでいただきましたＢと申します。どうぞよろしくお願い

します。 

 私は、これまで、民間の医療機関や行政で児童福祉や児童精神の分野にかかわる仕事を

してきたのですが、現在は福祉のコンサルタントとして、いわゆる支援者の支援を中心に

活動しております。 

 今一番多いのは、生活困窮者自立支援事業という事業の北海道や東北のいくつかの自治

体のスーパーバイザーをやらせていただいたり、児童相談所や高校の先生の団体の研修な

どを担当させていただいております。 

 私自身も現場に出ておりますので、現場の生の声を届ける係になれればと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○Ｃ委員 札幌弁護士会から参りました弁護士のＣと申します。 

 現在、札幌弁護士会の子どもの権利委員会の委員長を務めている関係で、ここの委員に

ご選任いただいたことになろうかと思います。 

 弁護士会の委員会では、少年非行の問題、あるいは、児童虐待の問題、いじめ等々学校
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にかかわる問題、こういった子どもの権利にかかわる活動、取組をしております。 

 そのほか、弁護士会の活動そのものではございませんけれども、弁護士が中心となって

行き場のないお子さんたちを一晩でも泊める場所ということで、ＮＰＯ法人を立ち上げて

子どもシェルターというものをやっております。 

 札幌市の子どもの権利のためにということで、微力を尽くさせていただければと考えて

おります。よろしくお願いいたします。 

○Ｄ委員 このたび、公募で入れていただきましたＤです。よろしくお願いいたします。 

 私は、小学校で学びのサポート、中学校で心のサポートをしております。小学校では、

教室をちょろちょろするお子さんたちを見たり、授業についていけないお子さんたちを手

助けするボランティアをしています。心のサポートでは、教室に入れない不登校児を別室

登校で見ております。 

 ほかには、白石区で主任児童委員をやっていまして、いろいろなご家庭で、お母さんの

心配事を聞いてそれを解決に向けていく、お子さんの心配事を解決に向けていく手助けを

しております。 

 町内では、副会長をやっていまして、子どもみこし、子ども盆踊りを企画運営して進め

たりしております。 

 子どもとかかわっているのですが、知識も何もなく、自分の４人の子どもの子育てを基

礎にしておりますので、いろいろ教えていただきたいことがたくさんあります。よろしく

お願いいたします。 

○Ｅ委員 中学校長会から参りました宮の丘中学校のＥと申します。よろしくお願いいた

します。 

 中学校の場合は、緊急ないろいろな課題がございます。不登校や、本人のみならず家庭

に起因するようなものもございますので、少年サポートセンターの皆様や児童相談所など

関係機関には日ごろから大変お世話になっております。中学校の場合は、子どもたち、保

護者とのかかわりが日常的に大変多いかと思っております。 

 そういう意味では、私自身も日々接していますけれども、当委員会に所属させていただ

きまして、子どもに関する権利も含めて学びを深め、現場にも返しつつ、子どもや保護者、

地域とのかかわりをさらに深めていけるような場になればいいと思っております。よろし

くお願いしたいと思います。 

○Ｆ委員 札幌市ＰＴＡ協議会副会長のＦと申します。 

 私自身、小学生の子どもを持っておりまして、子どもアシストセンターで配られている

名刺サイズの電話番号のものを学校からもらってきて、こうやって心の支えになっている

と実感しておりますので、よろしくお願いいたします。 

○Ｇ委員 啓北商業高校に通っていますＧです。 

 部活は、男子バスケットボール部のマネジャーをやっています。 

 札幌市の活動では、ジュニアリーダーや子ども会などの活動をしたり、赤い羽根のボラ



- 6 - 

 

ンティアなどをやっています。お願いします。 

○Ｈ委員 社会福祉法人扶桑苑児童養護施設柏葉荘のＨでございます。 

 今回は、２期目の出席となります。 

 前回もいろいろな方のお話を聞いて大変勉強させていただきましたので、今回も勉強で

きたらなと思って参加させていただきます。よろしくお願いいたします。 

○Ｉ委員 札幌藻岩高校２年のＩです。 

 私は、将来、保育士になりたくて、今、１２月にオランダの保育園に留学させてもらう

などして、子どもとかかわる機会をたくさんつくろうと頑張っています。 

 今回の委員会を通して、少しでも権利のことを知って、将来に活かしていけたらなと思

っています。よろしくお願いします。 

○Ｊ委員 皆さん、どうもこんばんは。 

 私は、名簿にありますとおり、札幌市民生委員児童委員協議会の中にあります主任児童

委員連絡会の幹事をしておりますＪと申します。 

 皆さんご存じのとおり、民生委員制度はもう１００年を経過しているということで、日

本の中で１００年続いている歴史ある制度というのはそんなに多くないのではないかと私

は思っております。 

 家庭と学校と地域という三つのトライアングルをどのようにつないで結びつけていくの

かは、子どもの権利を考えていく上でも非常に重要な事項であると私は思っております。

そういった意味で、私たちは、地域の身近な相談相手という立場から地域の中で日々活動

していますので、皆さん方と一緒によりよい札幌市の子どもの権利推進をさらに進めてい

くように努めてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○Ｋ委員 啓北商業高校のＫと申します。 

 部活動は、硬式テニス部と生徒会執行部を兼部しています。 

 ほかにも、学校でピア・サポートを学んでいたり、Ｇ委員と一緒にジュニアリーダーで

子ども会などにかかわっています。 

 いろいろと学んでいきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○Ｌ委員 公募委員で選ばれましたＬと申します。よろしくお願いいたします。 

 私は、特に皆様が持っている肩書というものは一切持っていないのですけれども、西区

琴似で矯正歯科に勤めていますので、子どもとのかかわりというのは少しあるのかなと思

いますが、実は権利については、無知で全く知らなかったことがありました。 

 私の身の回りのことで、子どものトラブルがありまして、子どもの意見を無視している

のではないかということがあったのです。それで、どうしたらもっと子どもの意見を尊重

して取り上げてもらえるのかなというのを探したときに、こちらの委員会の公募に出会い

まして、少しでも勉強させていただけたら、自分の意見とか思いを伝えられたらなと思い

まして参加させていただきました。 

 勉強させていただく側だとは思いますけれども、よろしくお願いいたします。 
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○加藤委員長 皆さん、どうもありがとうございます。 

 

  ７．事務局説明 

○加藤委員長 それでは、自己紹介が済みましたので、今日の議事に先立ちまして、本日

の資料の確認と子どもの権利委員会と子どもの権利の取組について、事務局からご説明い

ただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） それでは、私から説明させていただきます。 

 まず、本日の資料の確認をさせていただきます。 

 次第と座席表、委員名簿、その後は資料になりまして、資料１－１、資料１－２、資料

２－１、資料２－２、資料２－３、資料２－４、資料２－５、資料２－６までございます。 

 そのほか、パンフレットがお手元にあるかと思います。 

 ただいまの資料は、皆様に事前に送付させていただいております。もし資料がお手元に

ない方はお知らせ願います。 

 それでは、まず、議事に入る前段階として、子どもの権利委員会及び子どもの権利の取

組についてということで、子どもの権利委員会の設置根拠や役割等、それから、子どもの

権利条例や取組の状況について説明いたします。 

 お時間は少々長くなりますけれども、お許しください。 

 まず、資料１－１の子どもの権利委員会についてという資料をご覧ください。 

 この子どもの権利委員会は、子どもの最善の利益を実現するための権利条例、これは子

どもの権利条例と言いますけれども、それに基づいて札幌市の附属機関として設置された

審議会です。子どもの権利に関する施策の充実や検証のため、ご意見等をいただいており

ます。 

 役割は、主に三つございます。一つ目は、子どもの権利に関する推進計画について審議

すること、二つ目は、子どもの権利に関する調査等の実施について審議すること、三つ目

として、子どもの権利の取組状況について審議することが上げられます。 

 １点目の推進計画については、現在、第２次計画が平成２７年度から来年度、３１年度

で終了しますので、その次の３２年度以降の第３次計画の策定に向けて、皆様からご意見

をいただくことになっております。 

 ２点目の子どもの権利に関する調査については、ただいま申し上げました第３次計画を

検討するための基礎資料とするために、今年度、子どもに関する実態・意識調査としてア

ンケート調査を実施する予定となっております。その調査項目や結果について、ご意見等

をいただくことになります。 

 ３点目の取組状況につきましては、例年５月に前年度の子どもの権利に関する取組状況

をまとめました報告について、評価やご意見をいただく形になっております。 

 続いて、委員構成についてですけれども、委員名簿に記載のとおり、人権や福祉、教育

等の分野や学識経験のある方のほか、大人３名、高校生３名の公募委員を含めまして１４
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名の方々に委員としてご就任をいただいております。 

 委員の任期は、基本的に２年となっております。 

 次に、委員会の実施状況についてですけれども、裏面をご覧ください。 

 まず、開催方法に関しまして、会議は、通常、子ども未来局が入っているバスセンター

ビルあるいは市役所の本庁舎などで開催しております。 

 時間は、平日の夕方１７時ころから２時間程度としていますけれども、委員の皆様の御

都合を事前に確認の上、決定させていただきます。 

 そのほか、会議は原則として公開で行っておりますので、一般の方や報道機関の方が傍

聴に来られることもあります。 

 ただし、会議の内容が個人情報を含む場合などについては、委員会として決定の上、非

公開にすることも可能です。 

 会議録につきましては、事前確認をいただいた上で、ホームページで公開しております。

委員名簿や開催日時のお知らせなども、ホームページに掲載しておりますけれども、会議

録に関しては、発言者の氏名については、基本的にＡ委員、Ｂ委員という形で公開してい

るところです。 

 過去の開催状況については、その下に記載させていただいております。 

 これについては以上となります。 

 続きまして、子どもの権利条例や取組の状況について説明させていただきたいと思いま

す。 

 資料１－２の子どもの権利についてというパワーポイントを印刷した資料をご覧くださ

い。 

 本日は、このほか、パンフレットとして「Ｋｅｎｒｉ Ｂｏｏｋ」という青色の冊子や、

三つ折りのリーフレット、「子ども通信」１７号、１８号という資料も用意しております。

あわせてご覧ください。 

 まず、１枚目の子どもの権利条例につきましては、既にご存じの方も、また、初めての

方もいらっしゃると思います。第５期最初の委員会でもありますので、そもそもの子ども

の権利についての考え方を含めまして、再確認を兼ねて聞いていただければと思います。 

 本日の資料は、札幌市の取組を市民の方々に紹介する出前講座などでも使用している資

料となっているので、内容は一般の方に向けたものとなっている点についても、ご了承く

ださいますようお願いいたします。 

 １枚目の下の＜子どもの権利条例＞①をご覧ください。 

 こちらは、子どもの権利条例を制定した背景の説明になります。 

 平成元年に、国連では、子どもの基本的人権を国際的に保障するものとして子どもの権

利条約が採択されました。日本でも平成６年に批准しているほか、現在までにおよそ２０

０の国や地域で批准されています。 

 この条約を受けまして、札幌市でも子どもの権利条例を平成２０年に制定いたしました。
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条例では、子どもの権利を保障するための大人の役割や市の取組を定めておりまして、平

成２１年に条例が施行されてから今年で１０年目となりました。 

 めくっていただきまして、今、条約をもとに条例をつくったと言いましたけれども、条

約は世界のさまざまな国々が対象となっていますので、今の日本の状況に当てはまらない

部分もあります。そして、条約ではやや難しい言葉遣いもされていますので、条例では子

どもにもわかりやすい表現に努めています。 

 例えば、条約では、「すべての児童が生命に対する固有の権利を有する」となっていま

すけれども、条例では、「子どもは、安心して生きることができます。」「（１）命が守

られ、平和と安全のもとに暮らすこと」というような平易な表現になっております。 

 その下にもあるように、「子どもは、自分にかかわることに参加することができます。」

とか「子どもは、様々な経験を通して豊かに育つことができます。」というような形で、

極力わかりやすく、そして、条例や法律には珍しくです・ます調で表現されていることも、

子どもに親しみを持ってもらう工夫の一つとして取り組んでおります。 

 次に、下に移ります。 

 子どもの権利がどのようなものかですけれども、子どもという言葉と権利という言葉か

らできています。まず、ここでいうところの権利というのは、自由に生きること、差別さ

れないこと、健康で文化的な生活を送ることなど、誰もが生まれながらに持っている基本

的人権のことで、大人にも、子どもにも一人一人に同じように認められ、尊重されるべき

ものです。その意味では、大人も子どもも異なるところはありませんけれども、ここで、

権利という言葉にあえて「子どもの」とつけているのは、大人とは少し違う子どもという

存在について配慮している点にあります。 

 次をご覧ください。 

 子どもがどのような存在かということを考えてみますと、可能性に満ちたかけがえのな

い存在であるとともに、弱く未熟で大人へと成長発達する存在だと言えます。このことは、

子どもの健やかな成長のために、周囲の大人の方が適切な配慮や後押しをしていくことが

欠かせません。つまり、子どもの権利というときには、子どもも１人の人間として大人と

変わることのない権利の主体ということではありますが、一方で、大人と違う存在として

保護の対象でもある、この２点が大事なポイントで、これをバランスよく捉えていくこと

が大事になってくると思います。 

 その下に、４こま漫画があります。これは青色の「Ｋｅｎｒｉ Ｂｏｏｋ」という冊子

に載っているものですが、そういう考え方を読みやすいように紹介しているものになりま

す。 

 「Ｋｅｎｒｉ Ｂｏｏｋ」の２ページ目にある漫画になりますけれども、登場人物の男

の子はきらり君と言います。お父さんとお母さんとのやりとりがありまして、お母さんは、

何でもやってあげるから自分でしないでいいという一方、お父さんは、一々聞かないで自

分でやりなさいと言っているわけです。その方針の違いでけんかしていて、子どもは、ど
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うすればいいのというふうに戸惑ってしまいます。保護するか、放任するか、どちらが正

しいと一概には言えない難しい問題で、家庭でもよくある光景かもしれません。子どもに

できるだけ自分でさせてみながら、大人も一緒に考えていけるようにサポートするという

かかわり方をしていく必要があるかと思いますけれども、大人の意見の違いなんかも子ど

もはよく見ていることもあり、そういった目を意識しながら大人は子どもとかかわってい

く必要があるのではないかということです。 

 続いて、ページをめくっていただきまして、条例では子どもの権利を子どもが自分らし

く、豊かに成長・発達していく権利としております。この権利は、大きく分けて四つの権

利がうたわれております。安心して生きる権利、自分らしく生きる権利、豊かに育つ権利、

参加する権利という権利が挙げられております。どれも子ども一人一人の健やかな成長と

将来の自立のためには欠かせない権利として、子どもも大人もみんなで大切にしていきま

しょうと条例では呼びかけております。 

 下の四こま漫画をご覧ください。 

 子ども一人一人がこれらの権利を持っていまして、それを忘れずに大切にしていかなけ

ればいけないということなのですけれども、一方で、この権利を実際に主張するとなると、

その権利がぶつかり合うことになってくる場面が必ずあります。そこで、四こまのほうで

は、お父さんとお母さんがそれぞれの権利を主張しているわけですけれども、大人がそう

いうふうに言い争っているのを見て、権利ってわがままのことかというふうに子どもが理

解してしまうことがないように、やはり権利というものはお互いに尊重し合うものという

ことで、権利がぶつかったときには話し合って調整する、その調整を通して子どもは成長

していくことになります。この権利条例は、権利と権利を尊重し合う、そして、調整し合

うというところが大きな部分の一つかなと思います。 

 次をめくってください。 

 今度は、大人の役割についてです。 

 大人の役割というものは、子どもの背中をそっと押すようにサポートしていくという考

え方が大事になってきます。子どもの思いや考え方を十分に受けとめて、子どもにとって

何が最もいいことか、子どもの最善の利益というものを常に考慮して子どもとともに考え

て支援することが大人の役割となります。 

 それから、下の四こま漫画になりますけれども、「Ｋｅｎｒｉ Ｂｏｏｋ」の１１ペー

ジに描かれている漫画になります。 

 きらり君がちょっと失敗したり間違ったりしたら、お母さん、お父さんから、何をやっ

てもだめな子というふうに怒られます。怒られるうちに、どうせ何をやってもだめなのだ、

僕って何だろうと自分に全く自信が持てなくなって、いつまでも自立できないままになる

かもしれないということが描かれています。そうではなくて、応援しているよと伝えてい

くことで、ちょっと苦手なこともある自分を受け入れて前向きな気持ちでいろいろなこと

にチャレンジできるようになるというお話です。子どもは大人以上に間違えたり失敗する
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かもしれませんが、そういったときでも子どもの思いや考えを受けとめた上で、大丈夫だ

よとなぐさめたり、前向きになれるようにアドバイスすることも大人の役割だということ

がうたわれております。 

 次をめくってください。 

 ＜大人の役割＞③ということで、こちらは別の話になりますけれども、きらり君の好き

なハンバーグの晩ご飯につけ合わせのニンジンがあって、きらり君が食べない権利がある

と主張しています。それに対して、お母さんは、食べないならおやつをあげないというふ

うにしかっていますが、それだけでは、ただ、お母さんの言うとおりにしないと罰として

おやつが出ないというふうになってしまいます。そういったときに、頭ごなしにしかるの

ではなくて、体にいいものだから少しずつ食べられるようにしようねと子どもの気持ちに

も配慮しながら、子どものために言っていくことによって、聞く子どもも自分のために言

ってくれることがわかるかもしれません。このような形で、子どものために何が最も必要

なのかを常に考えながら関わっていくようなことが大人の大切な役割となっております。 

 次のページの下の条例が目指すものに目を移してください。 

 それでは、権利条例が目指しているものについて説明します。 

 一つ目は、自立した社会性のある大人への成長です。子どもが自分で考え、判断し、自

分の行動に責任をもってほかの人のことも考えることができる大人へと成長するように支

援するということです。適切な判断材料や、情報を取捨選択して判断した上で、自分の行

動に責任を持つという自立性だけではなくて、ほかの人のことも考えられるような大人へ

と成長していくために大人が支援していく責務があるということです。 

 次をめくってください。 

 二つ目が子どもの視点に立ったまちづくりです。 

 子どもも市民の一員であって、子どもにとっても、誰にとっても暮らしやすいまちづく

りをしていくためには、子どももまちづくりに参加する必要があります。子どものことは

子どもが一番わかっているというだけではなくて、子どもの発想力やアイデアを豊かなま

ちづくりのためにも活用していくべきものというふうに考えられます。札幌市でも、行政

計画を策定する際には、子ども向けのパブリックコメントを実施したり、さまざまな事業

に子どもが参加するような取組を進めています。 

 その下の条例が目指すものの三つ目ですけれども、子どもの権利の侵害からの救済にな

ります。 

 いじめや虐待といった権利の侵害が起こらないように防止することはもちろん大切なこ

とです。ただ、実際には、残念ながら、苦しい、つらい思いをしている子どももたくさん

いることも事実でございます。そのような場合に子どもが１人で抱え込まないで助けてと

言えることも大切でありまして、子どもの権利救済機関として子どもアシストセンターを

条例の中で規定しまして、条例に基づいて設置している救済機関としてさまざまな子ども

の相談にかかわっています。 
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 このアシストセンターに関しましては、先ほどＦ委員からお話もありましたけれども、

カードを毎年市内の小・中・高校生全員に配っているという取組をさせていただいており

ます。 

 さらに、次をご覧ください。 

 こちらに、アシストセンターで取り扱った件数が載っております。権利の侵害からの救

済ということで、平成２９年度は実件数で９４３件、延べ件数で３，２９９件となってお

ります。内訳については、後ほど下の表を改めてご覧いただければと思います。 

 次に、その下に移ります。 

 権利の侵害からの救済の相談してきた人の内訳でございますが、子どもが４５．６％、

続いて、母親が４６％ということで、子どもと母親で約９割を占めているということです。 

 隣には、子どもの内訳として、小学生が２６．３％、中学生が３３．３％、高校生が２

６．７％という状況となっております。 

 次をめくってください。 

 上は省略させていただきまして、下の＜子どもの参加の取組＞①でございます。 

 子どもの参加に関しては、いろいろな取組をしておりますけれども、大きなものとして

札幌市のまちづくりについて意見を表明するものとして子ども議会を開催しております。

子ども議員が、市政について、札幌市の議場で意見を提案して、それに対して市長や関係

部局の担当者が回答するということで、活発な議論をしているという取組を行っておりま

す。 

 次に移ります。 

 それから、子どもの参加の取組といたしまして、子どもの提案・意見募集ハガキという

ものがあります。これについては、子どもの意見をはがきによって市政に提案するという

もので、昨年はさぽーとほっと基金と言いまして市民活動を応援する基金の活用や、ラグ

ビーワールドカップをテーマにいたしまして、子どもたちから意見をいただいて、それを

お手元にある「子ども通信」という広報紙に載せて配布するとともに、関係部局にも伝え

て、できるだけ施策に活かす形で取り組んでいるものでございます。 

 その下の子どもの参加の取組の三つ目として、他都市の子ども交流事業ということで、

北海道内で子どもの権利条例を持っている奈井江町と札幌市、今年については、長野県の

松本市でも子どもの権利条例を持っているのですが、他都市との子どもの交流をしまして、

いろいろな観点から子どもの意見をまちづくりに活かす取組なども行っているところでご

ざいます。 

 次をおめくりください。 

 今申し上げた他都市子ども交流については、その後、札幌市の子どもたちに子どもレポ

ーターとして記事の取材と編集を同時にやっていただいて、「子ども通信」に載せて意見

を発信する取組をさせていただいたところであります。 

 そのほか、下にございますが、子どもの権利ポスターということで、子どもが安心して
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幸せに暮らせるようにということをテーマにした子どもの権利に関するポスター作品を募

集しております。１１月２０日を子どもの権利の日と定めておりますけれども、この前後

に作品の展示、表彰式などを行い、カレンダーにして各学校などにも配布しているところ

です。 

 次に移ります。 

 そのほか、子どもの参加の取組として、子どもの権利の普及啓発のために絵本も活用し

ています。札幌出身の絵本作家が描いている「おばけのマール」シリーズというものをご

存じの方もいらっしゃるかと思いますが、その方に描いていただいた絵本です。札幌の図

書館や青少年科学館でおばけのマールが活躍するというシリーズで、子どもの権利に関す

る絵本もつくってもらっております。 

 作成に当たっては、当時の小学校４年生から中学校３年生の子どもたちに集まってもら

って、こんなまちだったらいいなということを考えてもらったアイデアに基づいて、その

本の最後になるのですけれども、すてきなまちの設計図というものを載せております。い

ろいろなアイデアが掲載されていて、思わず、あっ、こんなものがあったらいいなと思う

ものもたくさんございます。 

 それがいくつか下にも載っておりますので、後ほどご覧いただければと思います。 

 また、絵本も実物を手にとる機会がありましたら、ご覧になっていただければと思いま

す。 

 次は、子どもの権利の普及啓発のため、小・中学生向けパンフレットを作成しておりま

して、小学校４年生と中学校１年生全員に配布しております。作成については、教育委員

会と協力してつくっておりまして、改訂版が平成２６年１１月にできております。授業の

中でも活用できるように、ワークシート形式をとっておりまして、考えながら、話し合い

ながら子どもの権利について学習できるものになっております。 

 その中には「『安心して生きる権利』とピア・サポート」というページもありまして、

子どもたちがお互いのことを考えて学び合う取組をしているところでございます。 

 一番最後になりますが、子どもに関する実態・意識調査です。これは次の議題で説明い

たしますけれども、子どもへのアンケートの中で、自分のことを好きだと思うかというこ

とを尋ねるとともに、好きだと思う子どもの割合が増えていくことを目指しております。

子どもたち自身がありのままの自分でいい、自分を肯定的に捉えることが実感できるまち

になることが大切だということを子どもの権利としてうたっています。 

 長くなりましたが、以上、説明とさせていただきます。 

○加藤委員長 子どもの権利委員会について、子どもの権利の内容について、これまでの

取組などについて、非常に詳しくご案内をいただきました。ご説明をどうもありがとうご

ざいました。 

 それで、今のご説明についてご質問等を伺いたいと思うのですが、その前にＡ委員がご

到着されましたので、一言、自己紹介をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 
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○Ａ委員 本日は、時間には間に合わなかったのですが、第１回目ということで、ぜひ来

なければと思いまして、失礼ながら遅れて参加いたしました。 

 北翔大学から参りました教育文化学部教育学科のＡと申します。 

 この委員は２期目になりまして、やっとこの委員に求められていることが何となくわか

ってきて、では、今度の活動はどういうふうに考えていこうかと気持ちを新たにしている

ところです。 

 研究分野は思春期ですから、小学校よりはちょっと上の年代ですけれども、実際の問題

を私も考えていきたいと思っておりますので、皆様のご意見をいろいろお聞きしたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○加藤委員長 Ａ委員、ありがとうございました。 

 先ほど事務局から資料でご説明のありました権利委員会や子どもの権利、子どもの権利

に対する取組について、ご質問等がございましたら、委員の皆様からぜひお出しいただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

○Ｊ委員 いくつか、ご質問させていただきたいと思います。 

 一つは、子どもの提案・意見募集ハガキというのは、一体どのぐらいの数が戻ってきて

いるのか、回答があるのか、数的なものがわかるのであればお聞きしたいと思います。 

 もう一つは、条例が目指すものというところで、権利侵害からの救済の相談をしてきた

人の内訳の中で、父親が３．１％と非常に少ない割合になっています。今日はＰＴＡの副

会長も来られていますが、このあたりをどのように捉えているのかをお聞きしたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） まず、意見募集ハガキの回答数ですけれども、

平成２９年度の実績は、人数としては４５８名から回答をいただいておりまして、意見の

件数については１，５５３件となっております。 

 続いて、救済機関に相談してきた人の内訳における父親の数値をどう捉えているかでご

ざいますが、子どもとの関わりについては、件数的には母親と比べるとどうしても低くな

ってしまうのかなというところはあります。ただ、件数は少ないけれども、子どもに対す

る思いに関して言うと、一生懸命さや、かなり強い思いをお持ちになっていると日ごろ業

務をしている中で感じております。 

○加藤委員長 Ｊ委員、これについて、さらに何かご質問やご意見がございましたらどう

ぞ。 

○Ｊ委員 いえ、ございません。 

○加藤委員長 それでは、ほかに疑問な点等がございましたら、積極的にお出しいただけ

ればと思います。 

○Ｆ委員 権利の侵害からの救済の相談をしてきた人の内訳ですが、子ども本人の内訳で、

小学生、中学生、高校生となっておりますが、これの男女の比率はとっていますか。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） この内訳ごとの男女の比率はとっていませんが、
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全体の男女の比率はございます。ただ、申し訳ございませんが、今すぐお出しすることが

できませんので、今後、ご提示できるようにしていきたいと思います。 

○Ｆ委員 小学生、中学生からはどういった相談が来ているのか、それから、男女では悩

みが違うと思います。子どもからの相談を見たら、友人関係が２４．１％ですが、こちら

も男女では分かれると思うので気になりました。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） 申し訳ございませんが、性別ごとの相談内訳ま

ではすぐには出せない状況です。 

 ただ、子どもアシストセンターの活動状況報告書で、男女の分けはないですけれども、

それぞれの相談内容の内訳を記載させていただいております。 

○加藤委員長 男女比がわかれば、また、実態が明確になりますね。 

 Ｆ委員、これに対して何かご意見等はございますか。 

○Ｆ委員 大丈夫です。 

○加藤委員長 それでは、ほかの皆さんからも積極的に今の事務局からのご報告に対して

質疑応答をぜひお願いしたいと思います。 

○Ｌ委員 初歩的なことなのかもしれませんが、小・中学生向けパンフレットを配布して

いるということですけれども、小学校４年生という基準はどこから出てきたのでしょうか。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） 学校で権利に関する学習が始まるおおよその時

期にあわせております。 

○Ｌ委員 例えば、これから小学校１年生は作文を習ってくるので、意見も言えてくるの

ではないかと個人的には思うのですけれども、これからも４年生からということでしょう

か。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） 今のところ、現状のままで行っていくことにな

ると思います。 

○加藤委員長 学校教育の内容に対応させて４年生からということだそうです。 

 ご意見等がありましたらどうぞ。 

○Ｌ委員 未就学児の方も、救済ということで、アシストセンターの割合に出てきていま

す。さすがに未就学児に説明するのは難しいのかなと思うのですけれども、小学校１年生

や２年生は説明したら十分理解できるレベルかなと個人的には思ったのです。 

 ただ、裁判などの勉強をさせていただいたのですが、意見が通るのは１０歳からと出て

きているので、小学校４年生からなのかなと思いました。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） 教育関係になると教育委員会の方針等もありま

すので、変える、変えないという話について、すぐこうしますという話にはなってこない

ところでございます。 

○Ｌ委員 それでは、これから先を見据えて、今後、小学校低学年にもこういうパンフレ

ットをつくって権利のことを説明する機会ができるかもしれないと考えても問題ないです

か。 
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○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） 今すぐ実現することは難しいかもしれませんが、

検討の余地はあると思いますので、今後の取組として考えていきたいと思います。 

○Ｌ委員 わかりました。 

○加藤委員長 ご意見として事務局に承っていただけるかと思います。ただ、現実問題と

してすぐそういう方向に行けるかどうかはわからないということでした。 

 ほかにどうぞ。 

○Ｊ委員 今の小学校４年生の基準ですが、パンフレットの中にピア・サポートが入って

います。例えば、上級生が下級生に権利というのはこういうものだよと何げなく教えたり、

お互い学び合うという互助組織を教育活動の中で進めていく中で補っていくことが一番望

ましいのではないかと私は思います。 

 意見として述べておきます。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） ありがとうございます。 

○加藤委員長 貴重なご意見だと思います。ありがとうございました。 

 高校生の皆さんから、ご質問あるいは言いたいことは何かありませんか。 

○Ｉ委員 子どもの権利の教育やパンフレットを全員に配るのが小学生と中学生だけだと

いうのを今日初めて知ったのですけれども、子どもというのは１８歳までで高校生も入る

ということも、同じように今日初めて知りました。高校生向けの子どもの権利の教育を高

校では余りできていないので、札幌市が高校生に向けてやるようなものが何かないかなと

思いました。 

 質問させていただきます。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） 教育委員会、その辺についてどうでしょうか。 

○事務局（檜田学校教育部長） 教育委員会の檜田と申します。 

 高校生に対してですけれども、札幌市の施策として子どもの権利を子どもたちに広く満

遍なく行き渡らせるというのは非常に重要なことであります。 

 ただ、札幌市教育委員会が所管している高校等は、藻岩高校や啓北商業高校を含めて８

つしかないのです。市内に高校は、道立高校、私立高校を含めると５０以上の学校があり

ます。それでは、札幌市の子どもの権利のパンフレットを道の学校に配るのかというと、

これまた道立の学校では北海道のいろいろな施策を打っている関係があります。ですから、

札幌の子どもたちの権利については、今、辻岡課長からありましたが、子ども議会などの

活動を通して札幌市の小・中学校の段階で広く知っていただくことに力を入れております。 

○加藤委員長 Ｉ委員、いかがですか。 

○Ｉ委員 大丈夫です。ありがとうございます。 

○加藤委員長 ほかにいかがですか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○加藤委員長 それでは、今後、読み返されて、ご不明な点その他ございましたら、事務

局にお問い合わせいただきたいと思います。 
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  ８．議  事 

○加藤委員長 それでは、次に、議題に入りたいと思います。 

 本日の議題は、平成３０年度子どもに関する実態・意識調査について、一つだけです。 

 これについても、まずは事務局からご説明いただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） それでは、説明させていただきます。 

 この議題の位置づけといたしまして、先ほど申し上げた子どもの権利委員会の役割の２

点目の子どもの権利に関する調査等の実施に関連して、子どもの権利に関する現状の把握、

今後の施策検討に向けて、より有意義な調査内容となるように意見をいただくものになり

ます。 

 それでは、資料２－１から説明させていただきます。 

 まず、調査の目的は、先ほども申し上げましたけれども、現在、第２次子どもの権利に

関する推進計画を策定しております。これが平成２７年度から来年度の平成３１年度まで

の５か年の計画となっており、３１年度には３２年度以降の第３次計画の検討が必要とな

ります。その第３次計画のため、子どもに関する意識や状況を把握するという目的がござ

います。 

 １回目、２回目は、平成２１年度と平成２５年度に実施しているわけですけれども、第

３回目を行うに当たっては、調査項目について、この１０年の経年変化も想定していると

ころです。 

 調査方法につきましては、対象が大人１９歳以上５，０００人、子ども１０歳から１２

歳、１３歳から１８歳までの５，０００人を無作為抽出で選びまして、合計１万人に対し

て実施する調査になります。 

 実施時期は、お手元の資料には平成３０年１１月から１２月と書いておりますけれども、

現在の予定としては、１２月から１月にかけて配布、回収を行って、集計作業を進めまし

て、年度末の平成３１年３月に調査結果を取りまとめ、報告させていただく予定になって

います。 

 こちらのアンケート調査につきましては、調査項目の検討に先立ちまして、計画の概要

について説明させていただきたいと思います。 

 一旦、資料２－２の第２次子どもの権利に関する推進計画についてという参考資料をご

覧ください。 

 こちらの計画の位置づけですけれども、子どもの権利条例の第４６条に基づいて、家庭、

学校・施設、地域における子どもの権利の保障を進めるための具体的な取組を定めたもの

となっております。この第２次計画から新・さっぽろ子ども未来プランの基本目標１の子

どもの権利を大切にする環境の充実に位置づけられております。 

 新・さっぽろ子ども未来プランも、計画期間が平成２７年度から平成３１年度でござい
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まして、次期計画の策定に向けて検討を行っていくことになっております。基本的には、

同じような形で次回の権利推進計画も位置づけられていくような形になります。 

 簡単にご説明いたしますと、基本目標１、子どもの権利を大切にする環境の充実として、

第２次子どもの権利に関する推進計画に当たる部分、それから、基本目標２、安心して子

どもを生み育てられる環境の充実として、母子保健や保育、子育て支援等に関する部分、

また、基本目標３、子どもと若者の成長と自立を支える環境の充実として、幼児・学校教

育、学童保育、若者支援等に関する部分、そして、基本目標４、配慮を要する子どもと家

庭を支える環境の充実として、社会的養護や障がい、ひとり親家庭支援等に関する部分か

らこの計画が構成されております。 

 これらを踏まえまして、次期計画の策定に向けては、新・さっぽろ子ども未来プラン全

体を視野に入れながら、子どもの権利に関する推進計画に当たる部分の検討を進めていく

ということになります。 

 ２の計画の概要ですけれども、子どもの権利に関する推進計画の概要を説明いたします。 

 子どもの権利を尊重し、安心できる環境の中で、自立性と社会性を育むまちの実現を基

本理念としまして、大きく四つの基本目標に基づいて、施策の体系を整理しています。 

 それらを紹介しますと、一つ目が子どもの権利の普及・啓発、理解の促進に関するもの

で、広報等による普及・啓発や学校等での理解の促進を進める内容となっております。 

 二つ目につきましては、子どもの意見表明・参加の促進に関するもので、市政や学校・

施設、そして、地域における子どもの意見表明・参加の促進のほか、さまざまな体験活動

の充実を進める内容になっているところです。 

 三つ目が子どもの安心・居場所づくりに関するもので、保護者の啓発、それから、相談

支援体制の充実のほか、いじめ・不登校に関する取組、安全で安心な地域づくりを進める

内容となっております。 

 四つ目が権利侵害からの救済に関するもので、救済体制の整備・充実のほか、権利侵害

の未然防止に向けた啓発を進める内容となっております。 

 具体的な取組については、それぞれ括弧内に記載しているとおりですけれども、詳細は

第２次子どもの権利に関する推進計画書に掲載しているところです。 

 また、裏面をご覧いただきたいのですけれども、第２次計画の取組の達成状況をはかる

成果指標として、基本的には平成２１年度、２５年度の実態・意識調査結果から、「自分

のことが好きだと思う子どもの割合」や、「子どもが、自然、社会、文化などの体験をし

やすい環境であると思う人の割合」、それから、「子どもの権利が守られていると思う人

の割合」等を把握して目標の達成度合いをはかった上で、より効果的な取組について検討・

実施しているところです。 

 それから、「いじめなどの不安や悩みを身近な人などに相談する子どもの割合」につき

ましては、札幌市教育委員会の教育振興基本計画において設定されており、子どもの権利

に関する取組の推進に当たっても成果指標として設定しているものになります。 
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 なお、右の平成２８年度と２９年度と掲載している数値につきましては、２１年度、２

５年度の実態・意識調査の間の状況を把握するため、簡易的に集計している参考数値とな

っています。 

 子どもの権利に関する推進計画についての説明は以上となります。 

 今後の第３次計画の策定に向けて、今回の実態・意識調査の結果、現在の第２次計画の

体系を踏まえまして検討を進めていくことになりますので、具体的な調査項目の検討に当

たりましても、ご留意いただければと思います。 

○加藤委員長 それでは、今のご案内に対して意見交換を始めたいと思います。質問でも

結構ですから、どうぞご自由にお願いします。 

○Ｊ委員 いくつか、質問したいと思います。 

 一つは、次の計画のための基礎資料として調査を行っていくということで、資料２－３

に調査項目の一覧表が出ているのですけれども、この中で権利を育む環境づくりが現時点

での推進計画の中でも掲げられていて、例えば、成果指標を見てみると、「子どもが、自

然、社会、文化などの体験をしやすい環境であると思う人の割合」で、大人は下がってい

るのです。ですから、子どもの権利を推進していくための環境整備が具体的にどういうふ

うに展開されていくのかをもう少し掘り下げるような設問を調査の中に入れてみたらどう

でしょうか。 

 例えば、先ほど私がご質問しました父親のパーセンテージが非常に低いですよね。熱心

な父親がいることは間違いないと思いますが、時間的に相談できる余裕がない、あるいは、

仕事で非常に多忙で子育てに手が回らないといった具体的な回答が得られていくと、より

わかるのではないかと思うわけです。恐らく、この辺の設問は「子どもが、自然、社会、

文化を経験しやすい環境であると思う人の割合」だけなので、これよりもっと具体的に子

どもの権利を守られるような大人の状況を把握できる設問項目を入れたらどうだろうかと

いうのは、私の意見としてお伝えしておきたいと思っています。 

 それから、二つ目は、今回の調査の新たな項目として地域における子どもの関わりが加

わってきていることが資料２－３からわかるわけです。その中で、具体的な項目が資料２

－４に出てきているのですが、これはもう決定されていることなのかどうか、お聞きした

いと思います。 

 例えば、「挨拶や声かけ」とありますが、最近は地域の中で挨拶や声かけをすると不審

者と間違えられるようなこともあったりするものですから、例えば、この挨拶や声かけと

いうのは、近所同士の挨拶や声かけがあるかどうかというふうに、具体的な設問項目をつ

くっていくことが必要ではないかと思います。 

 また、「子どもが参加するまちづくり」は、やはり子どもが参加しやすいまちづくりを

どういうふうに整備していくかという形で、設問項目を載せていく必要があるのではない

かと思います。 

 さらに、「子どもの考えや意見を活かしたような行事や活動」は、子どもの考えや意見
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を活かせるような行事や活動をどういうふうにつくっていくかのほうがいいと思います。 

 それから、居場所とサロンはどう違うのかも非常に迷うし、よくわからない人がいると

思います。本来、居場所というのは定義がありませんので、広域な概念になってきます。

例えば、学校に行けないような子どもたちの居場所づくりなのか、あるいは、障がいを持

っていても、持ってなくても集まることができるような居場所なのかを具体的に指標とし

て示していく必要があるのではないかと思います。 

 「子育てサロン」は、親子が一緒に参加することができるという意味合いがあるのでは

ないかと私は思っているので、そういうところも親子が参加できる地域型の子育てサロン

があるのかどうかというふうに具体的な設問項目をつけていくべきだと思います。 

 最後の「困難を抱える子どもへの気づきや声かけ、見守り」は、声かけよりも社会的配

慮がどういうふうに行われているのかという質問項目にしたらどうかなと思ったので、意

見として提案させていただきます。 

 以上です。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） 今、Ｊ委員がおっしゃったいろいろなご意見が

ありますけれども、まさしくそういうことをこの委員会で議論していただきたいところで

ございます。 

 まず、こちらで提案させていただいている資料２－３の調査項目一覧は、あくまでもた

たき台になります。ただ、その中で経年比較を見ていかなければいけない項目ということ

で、平成２１年度と２５年度に質問させていただいた項目については、引き続き取り上げ

ていきつつ、前回は質問しているけれども、今回は要らないものはかなりそぎ落としてい

ますし、先ほどＪ委員からご指摘いただいたように、新規で加えたものもあります。 

 新規で加えたものの表現、言い回し、言葉一つ一つについては、あくまでも原案でござ

います。例えば、子育てサロンというのは地域での子育ての取組ですが、ただサロンと言

うと漠然としたものになってしまうので、Ｊ委員がご指摘のようによくわからないという

ことになると思います。ですから、子育てサロンというのは、具体的にはこういうものだ

と注意書きを入れることも必要だと考えております。 

 それから、居場所については、児童会館であったり、最近では子ども食堂も居場所の一

つと言われていまして、いろいろなものがありますので、具体的な事例をここに加えてい

ってもいいのかもしれません。そういったものを皆さんで議論いただいて、つくり上げて

いただければと思います。 

 以上です。 

○加藤委員長 この調査項目自体についても議題としているところですが、次回もまたこ

の議題を取り上げるものと理解しています。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） 次回で、この内容を固めていきたいと考えてお

ります。 

○加藤委員長 Ｊ委員から詳細な項目について、非常に具体的なご意見をいただきました。
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本当にありがとうございます。 

 もちろん、このような具体的なご意見でも結構ですし、調査に関する基本的な点につい

て、ご質問なりご意見があればぜひお出しいただきたいと思います。 

 Ｊ委員は、事前に詳細にご検討いただいたようですが、もしほかにもございましたらど

うぞ。 

○Ｊ委員 今日は地域の立場から参加しているものですから、どうしても地域というとこ

ろに目が行って、そこを重点的に見せていただいたのです。 

 例えば、資料２－５には、子どもに対する質問ということで、「地域（近所）との関わ

り」という項目がありまして、複数回答もできるようになっていますが、類似した質問項

目になっているところもあるのです。このままだと恐らくかなり丸がついていってしまう

可能性がありますので、似たようなものは一緒にしたほうがよりわかりやすいのではない

かと思います。例えば、ごみ拾いや除雪はボランティアに置きかえていく、家庭以外の場

所に相談できるようなところがあるのかなど、そういうふうによりわかるように設問を設

定していくとつけやすくなるのかなと思います。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） より具体的な項目を明示していったほうがいい

というご意見かと思いますが、そういう理解でよろしいでしょうか。 

○Ｊ委員 はい。 

○加藤委員長 ご意見ありがとうございます。 

 ほかにどうぞ。 

○Ａ委員 調査の項目の回答の方法ですけれども、複数回答と三つまで選択というものが

あります。その三つまで選択では順位をつけるのかどうか、複雑な解析になるかもしれな

いのですが、順位をつけた三つまでなのか、ただ単に複数回答の中の三つなのか、おわか

りになりますか。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） 順位はつけずに三つという数に限定する趣旨で

す。 

○Ａ委員 順位はつけないのですね。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） クロス集計となってくるとかなり複雑化します

ので、なかなか難しいかなと思っております。 

○加藤委員長 これまでの調査との比較を行った上で分析する必要性もございますので、

質問項目自体を大幅に変えることは現実的には無理かと思います。 

 ご質問も含めて、ほかにご意見等はございませんでしょうか。 

○Ｋ委員 資料２－１の調査方法の調査対象ですけれども、大人が無作為抽出で１９歳以

上５，０００人ということですが、１９歳以上というと年齢層が広いので、それこそお子

さんがいたり、いなかったりなど、いろいろとあると思うのです。その中での偏りを見ら

れたりしないのですか。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） 基本的にこのような調査の場合、無作為抽出と
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いう形でやることが多いのです。それで、偏り等も含めて妥当な調査方法と位置づけられ

ています。男女と年齢は抽出のときにばらけさせまして、男女の区分と年齢区分の中での

無作為抽出になります。 

○事務局（市川子どもの権利担当係長） 補足させていただきます。 

 まず、５，０００人を選ぶ際に、できるだけ偏りがないようにという考え方があります

ので、大まかですけれども、大体何歳代の人ということで、偏りがないように選びます。

こういった郵送調査ですと３０％ぐらいの回収率になりますので、その調査票の上で、そ

れぞれの性別や年齢、お子さんがいるにしても何歳ぐらいのお子さんをお持ちなのか、あ

るいは、いないのか、そこら辺も回答をいただくので、最終的な分析の中ではそういった

属性に応じた中で、できるだけきめ細かく傾向を把握していくことができるようにしたい

と思っています。 

 ただ、余り細かく分かれ過ぎると、回収した調査票の中で、例えば、３０代で高校生の

お子さんがいる人、さらに女性はどうなのかというふうに見ていくとなると、そもそもサ

ンプル数が少なくなってしまいます。そういった意味では、どこまできめ細かく分析でき

るかというのは限界があるところです。 

 全体としては、できるだけ偏りがない中で、それぞれの環境の中で暮らしている人がど

ういうふうに感じているのかを把握したいと思って実施するものです。 

○Ｋ委員 その年齢層の中で意見の偏りはないということで大丈夫ですか。偏りがないよ

うになさっているということですけれども、その中では意見の偏りは出てこないですか。 

○事務局（市川子どもの権利担当係長） 非常に難しい部分ですけれども、もちろんそれ

ぞれの方がいろいろと感じていらっしゃると思います。札幌市で言えば全部で１９０万人

の方がいらっしゃって、無作為抽出でアンケートをとったときにどういった傾向の回答が

多いのか、少数意見を尊重することももちろんありますけれども、市民の方々全体の意識

としてどういった傾向の回答が多いのかということを把握していくことになります。多数

決原理的なところは多少ありますけれども、そういった中で傾向を把握して、どういった

ことが必要なのかを分析していきます。 

 もちろん、いろいろな意見の方がいらっしゃいまして、１０人いれば１０人違います。

その１０人の意見を全て聞くことができればいいのですけれども、現実的になかなかそう

もいかないので、ある設問に対して大体７人の方がこういうふうに考えているとわかれば、

残りの３人の方の意見も尊重はしますが、傾向としてはこういうことが求められていると

いう統計的な調査として把握しまして、何が必要なのかを検討していくことになります。 

○Ｋ委員 ありがとうございます。 

○加藤委員長 ほかにいかがでしょうか。 

 調査の方法について、細かい具体的な項目でもよろしいですし、何かご意見あるいはご

質問でも結構ですので、お願いします。 

○Ｆ委員 システム的なことになってしまうのですけれども、これは紙媒体ですよね。今
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後こういうものをスマホやパソコンなどで答えられるようにしたらアンケートの精度が上

がるのかなと思っているのですが、いかがでしょうか。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） この時代ですから、やはりそういったデバイス

を使った取組は今後必要になってくるかと思います。その辺については、調査研究させて

いただいて、できるかどうかも含めて検討させていただければと思います。 

○加藤委員長 ほかにいかがでしょうか。 

○Ａ委員 すみません、もう一点お聞きします。 

 質問項目の７番で、「子どもに関して知っている・利用した相談先」ですが、ここに学

校というのは入らないのですか。教育委員会とありますが、これはスクールカウンセラー

ですよね。教員というのはないのかなと思ったのです。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） ここで言っている相談先は、相談を生業として

いるといいますか、相談機関を挙げています。 

 ただ、お子さんに聞く際に、「悩みごとの相談相手」として、父、母、友達のほかに学

校の先生やスクールカウンセラーなどという項目がありますので、相談先としての学校と

いう選択肢はあります。 

○加藤委員長 ほかにいかがでしょうか。 

○Ｊ委員 先ほどウェブのアンケート調査の件が出たのですけれども、私もウェブ調査を

やったことがありますが、ダブルカウント、つまり二重投稿されてしまうケースがあって

信憑性がないので、パスワードでも発行して、それを入力してページに入り、一回回答し

たらもう回答できないというシステムをつくっていかないとなかなか難しいです。ただ、

そういうシステムを構築するには膨大な経費がかかってくるので、これもまた札幌市が大

変になってくるのではないかと思います。 

 もう一つは、どうしても紙媒体にこだわるのは、やはり金銭的に苦しくてスマートフォ

ンを持っていない人は、私が関わっている地域の中にもかなりいます。携帯電話すらもな

い人がいます。そういう家庭の方も現実にいますので、やはり紙媒体を全部なくしていく

ことは難しいかなと私は思っております。 

 それから、さっきＡ委員からご指摘がありましたが、私もどうして教師が入らないのか

なと思うのです。もしその他という項目を入れることができるのであれば、設問の中に括

弧して自由記述でその中に書き込めるようなその他という項目を入れていくことによって、

そこの部分は解消されていくのではないかと思いますので、意見としてお伝えしておきま

す。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） ご意見は承りました。 

 先ほども言ったように、ここの設問については、相談の専門機関という位置づけなので、

その他としたときに学校ではなくてほかの機関が書かれてくる可能性もありますので、そ

れについては検討させていただきたいと思います。 

○加藤委員長 よろしくお願いします。 
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 ほかにいかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○加藤委員長 それでは、本日の議題についての意見交換はこれで終了してよろしいでし

ょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○加藤委員長 それでは、全体を通して何かご発言はございませんか。 

○Ｂ委員 今日、委員会に参加させていただいて、Ｉ委員の意見や、Ｋ委員の問題意識は

大変すばらしいと思って聞いていました。 

 特に、Ｉ委員の意見は本当にすばらしいと思ったのですが、私も、行政にいた身なので、

教育委員会としてなかなか難しいという立場もよくわかるのです。ただ、ほんの少しでも

大人の甲斐性みたいなものを見せるのもこの委員会の大事なところかなと思いました。 

 それで、個人的な提案ですが、私は高校の先生の集まりに顔を出させていただくことが

かなり多い立場で、その中には道立、市立、私立の先生がたくさんいらっしゃいます。で

すから、Ｉ委員の許可をいただければ、こういう意見があったから今すぐこんなアクショ

ンをしてほしいという話ではないですけれども、こんなすばらしい意見があったというこ

とと、先生たちはどう思いますかという投げかけを個人的な働きとしてさせていただこう

かなと思いますが、いいですか。 

○Ｉ委員 ぜひお願いします。 

○Ｂ委員 それでは、議事録ができ上がったころに、そのグループに配布して、すばらし

くないですかと話を投げかけようと思います。 

 ありがとうございます。 

○加藤委員長 Ｂ委員、どうもありがとうございました。 

 Ｃ委員、何かご発言があればぜひお願いします。 

○Ｃ委員 皆さん、熱心に読み込まれ、かつ、いろいろなご意見があり、高校生の皆さん

も非常に積極的なご発言をされていて、私も圧倒されたところでございます。 

 今日のところは、中身について、特段ありませんが、私もまた勉強させていただきなが

ら、次回以降は意見を申し上げられるようにしたいと思っております。 

 どうもありがとうございました。 

○加藤委員長 Ｄ委員、どうですか。 

○Ｄ委員 皆さん勉強されていてすごいなと思いました。いろいろな意見が出て、私もび

っくりするばかりでした。また、勉強して、少しでも何か言えるようになれたらと思いま

す。よろしくお願いします。 

○加藤委員長 Ｅ委員、一言、お願いします。 

○Ｅ委員 先ほどのお父様の件ですけれども、中学校でもいろいろな相談で保護者がお見

えになりますが、やはり子どもとの距離感やお仕事の関係なのでしょうか、お母様が多い

のは事実かなと思います。ただ、お父様は全く関心がないかというと、実はそういうこと
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ではなくて、余り具体的な事案は言えませんけれども、いろいろな問題が関わってくる結

構重たい事案になりますとお父様にも入っていただいて、直接お話をすることによって一

気に解決に進む場面もございます。それは、別にお母様がどうのこうのということではご

ざいません。そういう意味では、お父様は全く関心がないということではないと思います

が、その中には社会的ないろいろな状況が反映されているのかなと思います。 

 ただ、具体的な数値があるわけではありませんので、あくまでも感想です。 

 それから、今、ＬＧＢＴを含め、性的な部分が中学校段階でも出てきています。自分の

性格や体のことという項目は前からもあったのだと思いますけれども、その辺はどんな数

字になるかなと思います。 

 そうした意味で、分野を広く網羅してくださって、事務局の方も考えてくださっている

と思います。もちろん、具体的な表記や文言で、例えば、小学生がフォーラムという言葉

はわからないかと思います。全体的な流れの中で、札幌市の子どもたちの状況が見えてく

るのは楽しみな部分でもあります。 

○加藤委員長 Ｆ委員、既にいろいろと貴重なご意見をいただいていますが、さらに何か

つけ加えることはございますか。 

○Ｆ委員 先ほどのウェブ版ですけれども、いろいろなお便りも紙媒体が中心となってお

りますし、やはり選べるようになったらもっといいのかなと思っております。 

○加藤委員長 Ｇ委員、言いたいことがあるのではないかと思いますが、いかがでしょう

か。 

○Ｇ委員 大丈夫です。 

○加藤委員長 それでは、次回お願いいたします。 

 Ｈ委員、一言お願いします。 

○Ｈ委員 今日はありがとうございました。 

 実は、１７日から全国の児童養護施設の施設長会議がこの札幌の地で６００余名集まっ

て行われまして、スタッフの一員としてこの３日間奔走していたところでございます。 

 児童憲章の中に、「すべての児童の幸福をはかるために、この憲章を定める」という一

文があります。児童は、市や道とは余り思っていないというか、その境目は子どもにはわ

からないところなのではないかとＩ委員の話を聞いて思いました。 

 やはり、子どもの権利を守ろうということで、私たちはオレンジバッジをつけまして、

全国の施設長たちと採択し、来年は徳島で施設長会議が行われるのですけれども、子ども

の権利を守るというところでは境目を持ってはいけないのではないかとこの施設長会議で

も強く感じたところでした。ぜひ北海道や札幌市という壁を越えて、子どもたちのために

私たちが動いていけたらなと感じました。 

 ありがとうございます。 

○加藤委員長 Ｉ委員、何かありませんか。 

○Ｉ委員 本日はありがとうございました。 
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 私の言った意見がＢ委員やＨ委員の目にとまって動き出しそうな感じがして、すごくう

れしく思います。 

 それから、Ｆ委員が言っていたように、ネットにもデメリットがあるし、紙にもデメリ

ットがあると思うので、例えば、高校生や学生も調査対象になっているので、そういう人

たちにはスマホのほうがいいと思うし、高齢者や１０歳から１２歳のスマホを余り持って

いない人たちには紙のほうがいいかなと思いました。両方ともいい面、悪い面があるので、

そこをうまく活用していきながら、回答率が３０％よりももっと上がるようにできたらい

いなと思いました。 

○加藤委員長 Ｊ委員、いろいろご意見をいただきまして、ありがとうございました。 

 最後に、一言、お願いします。 

○Ｊ委員 アシストセンターなんかを見ると、やはり高校生の相談件数のウェートが非常

に高いですから、高校生ぐらいの年代のケアや支援をどういうふうにしていけばいいのか

は、とても重要なところではないかと思っています。特に高校の場合は、私立の高校もい

っぱいありまして、ここは教育委員会の管轄に入っていないところもありますので、その

あたりをどういうふうに考えていくのか、今日は改めて認識させていただいたところでご

ざいます。 

 どうぞよろしくお願いします。 

○加藤委員長 Ｋ委員、お願いします。 

○Ｋ委員 とても勉強になりました。ありがとうございました。 

○加藤委員長 Ｌ委員、最後に一言、何かいただけますか。 

○Ｌ委員 いろいろ勉強になったのですけれども、今、Ｊ委員が私立高校とおっしゃられ

たのですが、よく考えたら私立中学もあるなと思ったのです。教育委員会の区切りの問題

があるので、私立の学校には渡らないのかなとふと思ったので、やはり垣根を超えてやっ

ていただいたほうがよりよく子どもの人権が守られていくのではないかと思ったのです。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） 小・中学生向けパンフレットは、私立の学校に

も全て渡っております。 

○加藤委員長 Ａ委員、お願いします。 

○Ａ委員 今、議題に上がった調査について、非常に大事な調査だと思いますので、次回

も含めてこの委員会にかかわって精度を上げていけるとすごくいいなと思っております。

よろしくお願いいたします。 

○加藤委員長 辻副委員長、どうぞ。 

○辻副委員長 全国の小学校の校長会で集まったりすると、人権教育という部会があって、

その中で、各都道府県、各市の状況等のお話をいろいろと聞くことがあります。また、一

方で、札幌市はこういうふうにやっていますよと発表する機会もあります。その中で、札

幌市の取組については、大変高く評価されている部分もあります。ですから、それを考え

ると、今後一層、札幌市の人権教育、子どもの権利が守られるようにしていくために、こ
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の会でいろいろ審議が進めばいいなと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○加藤委員長 皆さん、今日は非常に活発な意見が出て非常に有意義な会議ができたと思

います。どうもありがとうございました。 

 それでは、事務局から何か連絡事項等がございましたらお願いします。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長） 皆さん、本日は、貴重なご意見をいただきまし

て、本当にありがとうございました。 

 １回目にもかかわらず、これだけ熱い議論ができたことは、今後の委員会活動に関して

非常に実り多いものになると期待しております。今後とも、本当によろしくお願いいたし

ます。 

 本日、ちゃんと説明できなかった部分については申し訳ありませんが、今後、お示しで

きるようにしていきたいと思います。 

 実態調査の項目等々について、まだお時間がありますので、ご意見がありましたら、直

接こちらのほうにご連絡いただいてもいいですし、次回の場でいただいても結構でござい

ます。 

 次回については、１１月２２日木曜日の１７時から予定しております。改めてご案内を

差し上げますけれども、予定の確保をお願いいたします。 

 次回の議題は、本日の意見を踏まえまして、実態・意識調査の調査票のデザイン等々も

含めて、具体的な案をまとめ上げるという内容で進めたいと思っておりますので、よろし

くお願いします。 

 ありがとうございました。 

 

  ９．閉  会 

○加藤委員長 それでは、これで本日の会議を終了とさせていただきたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

                                  以  上   


